
上
溝
地
区
自
治
会
連
合
会

は
４
月
２４
、

２５
日
、
恒
常
的

な
品
不
足
で
入
手
困
難
な
消

毒
液
を
自
給
し
よ
う
と
微
酸

性
次
亜
塩
素
酸
水
の
生
成
装

置
を
購
入
し
、
製
造
し
た
消

毒
液
を
自
治
会
会
員
な
ど
に

無
償
配
布
し
た
。
入
会
の
メ

リ
ッ
ト
を
示
す
こ
と
で
会
員

数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
と
と
も
に
、
市
内
全
域
に

同
様
の
取
り
組
み
を
拡
散
さ

せ
る
こ
と
が
狙
い
。
（情
報
は

４
月
２２
日
時
点
）

小
林
充
明
会
長
ら
連
合
会

の
役
員
は
同
日
、
上
溝
ま
ち

づ
く
リ
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

り
、
届
い
た
ば
か
り
の
生
成

装
置
を
囲
ん
で
会
議
を
開
い

た
。
地
区
内
全
１６
自
治
会
の

会
員
約
６
５
０
０
世
帯
を
対

象
と
す
る
案
が
有
力
。
小
学

校
や
中
学
校
、
県
立
高
校
、

自
治
会
の
活
動
に
協
力
し
て

い
る
幼
稚
園

・
保
育
所
へ
の

配
布
も
検
討
し
た
。

上
溝
地
区
の
田
中
自
治
会

で
は
４
月
１８
、

１９
日
の
２
日

間
で
手
作
リ
マ
ス
ク
の
キ
ッ

ト
を
配
布
し
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で
報
道
さ
れ
話
題
を
呼
ん

だ
。
「連
合
会
で
も
マ
ス
ク
の

配
布
を
検
討
し
た
が
、
費
用

が
１
０
０
０
万
円
規
模
に
ま

で
膨
ら
ん
で
し
ま
う
」
（小
林

会

長
）
た

め
、
約

４０

万

円

（原
液
費

・
水
道
料
な
ど
除

く
）
で
購
入
で
き
る
微
酸
性

次
亜
塩
素
酸
水
生
成
装
置
を

導
入
す
る
に
至
っ
た
。

生
成
装
置
は
、
大
和
市
中

央
林
間
西
３
丁
目
に
本
社
を

置
く
ホ
ク
エ
ツ
の

「Ａ
ｐ
ｉ

ａ

（ア

ピ

ア
）
２

７

０
」

で
、
水
道
水
と
原
液

（希
釈

塩
酸
）
を
原
料
と
し
て
弱
酸

性

（
ｐ
Ｈ
５
～
６
ｏ
５
）
の
消

毒
液
を
１
日
に
２
７
０
刷

を

生
産
で
き
る
。
原
液
１
刷

あ

た
り
２

ント

の
消
毒
液
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
今
回
は
８

ント

分
の
原
液
を
用
意
し
て
い

る
。沢

亜
塩
素
酸
水
は
紫
外
線

に
弱
く
、
冷
暗
所
保
管
で
も

１
カ
月
程
度
し
か
品
質
が
保

て
な
い
と
い
う
。
同
連
合
会

は
今
後
、
複
数
回
に
渡
っ
て

生
産

・
配
布
し
て
い
く
考
え

だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

後
も
、
市
や
自
治
会
の
イ
ベ

ン
ト
で
模
擬
店
な
ど
の
消

毒

・
除
菌
に
も
活
用
す
る
。

同
社
の
資
料
に
よ
る
と
、

微
酸
性
次
亜
塩
素
酸
水
は
細

菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
有
機

物
と
反
応
す
る
と
水
に
戻
る

性
質
が
あ
り
、
食
品
工
場
で

の
殺
菌
に
も
使
え
る
食
品
添

加
物
規
格
。
塩
化
ベ
ン
ザ
ル

コ
ニ
ウ
ム
や
沢
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
な
ど
と
同
等
以
上

の
効
果
が
あ
り
な
が
ら
、
人

体
や
環
境
へ
の
負
荷
も
比
較

的
小
さ
い
と
し
て
い
る
。

大
和
市
で
も
市
が
ホ
ク
エ

ツ
製
の
生
成
装
置
を
購
入

し
、
市
民
に
無
償
配
布
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
市
役

所
本
庁
舎
に
据
え
置
き
タ
イ

プ
を
２
台
、
シ
リ
ウ
ス
に
携

行
タ
イ
プ
を
１
台
導
入
し
、

希
望
者
が
持
ち
込
む
５
０
０

リミ

の
容
器
に
消
毒
液
を
詰
め

て
渡
し
て
い
る
。
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上溝自治運

消
毒
液
生
成
機
を
導
入

地
区
６
５
０
０
世
帯
に
配
布

生成装置の動作確認を行う連合会役員ら

600世帯にマスクキット配布

メリット示し会員減少に歯止めを

配布に向けて準備する自治会の役員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
取
り

組
み
が
広
が
る

一
方
、
衛
生

マ
ス
ク
の
不
足
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
相
模
原
市
中
央

区
上
溝
の
田
中
自
治
会

（邊

見
昭
二
会
長
）
は
４
月
１８
、

１９
日
、
加
入
世
帯
向
け
に
ウ

ン
タ
ン
マ
ス
ク
３
万
枚
分
の

手
作
リ
キ

ッ
ト
を
配
布
し

た
。
自
治
会
の
会
員
世
帯
減

少
と
マ
ス
ク
不
足
の
２
つ
の

課
題
を
解
消
し
よ
う
と
す
る

活
動
に
、
市
内
外
か
ら
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
田
中
自
治
会
は
会

員
が
６
０
０
世
帯
で
１
年
間

１
０
０
世
帯
減

っ
て
お
り
、

「入
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
示
す

こ
と
で
、
退
会
に
歯
止
め
を

か
け
た
い
」
と
企
画
。
会
員

の
交
流
と
地
域
の
魅
力
づ
く

り
の
た
め
に
夏
の
夕
涼
み
会

を
開
い
て
い
る
が
、
こ
と
し

は
感
染
拡
大
で
中
止
を
決

定
。
余

っ
た
予
算
１
０
０
万

円
を
キ
ッ
ト
の
資
金
に
回
し

た
。キ

ッ
ト
に
は
自
、
黒
、
灰

色
の
ウ
ン
タ
ン
シ
ー
ト

（縦

１５

考
、
横
４０

ち
、
厚
さ
２

が
）
が
計
５０
枚
と
型
紙
が
入

っ
て
い
る
。
型
紙
に
合
わ
せ

て
切
り
抜
き
、
鼻
と
あ
い
の

２
カ
所
を
接
着
剤
や
縫
い

糸
、
テ
ー
プ
な
ど
で
接
合
す

る
と
、
立
体
型
マ
ス
ク
が
完

成
す
る
。
説
明
書
も
付
け
、

子
供
や
高
齢
者
で
も
作
り
や

す
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。

発
案
し
た
自
治
会
副
会
長

の
佐
藤
晶
永
さ
ん
は

「５０
枚

も
要
ら
な
い
と
い
う
家
庭
は

必
要
な
家
庭
に
お
裾
分
け
す

れ
ば
い
い
。
高
齢
者
の
単
身

上溝地区の田中自治会

ム今
ん

え
・午

５
日
　
′
‐
Ｌ
　
相
晨
維
おヽ
斬
開

世
帯
な
ど
に
は
近
所
の
若
年

世
帯
が
手
を
貸
す
な
ど
、
こ

の
難
局
を
助
け
合
い
の
精
神

で
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
す
。

型
紙
は
同
自
治
会
の
役
員

が
市
販
の
ウ
ン
タ
ン
マ
ス
ク

か
ら
型
を
取

っ
て
作
っ
た
も

の
で
、
切
り
抜
く
サ
イ
ズ
で

子
供
用
か
ら
大
人
用
ま
で
す

イ
ズ
を
調
整
で
き
る
。
洗
濯

ネ
ッ
ト
な
ど
に
入
れ
て
洗
う

こ
と
が
で
き
、
繰
り
返
し
て

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
市

内
各
地
区
や
横
浜
市
な
ど
か

ら
マ
ス
ク
キ
ッ
ト
を
購
入
し

た
い
と
の
問
い
合
わ
せ
も
あ

っ
た
。


